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5 4 3 0
2015年9月6日と同じシナリオ。但しFPレッドに代わりFPオレンジが登場。
中心に会場への呼びかけがなされており，そのステージショーにおける主要なターゲット層が反
映されていると推察される。ただし複数人が選ばれる場合，1人は大人を入れるといった例も確
認される。
数で見る限り，観客参与型のステージショーは全体の中では少数といえる。ただし観客に対し
て司会者やキャラクターがヒーローの名前を呼ばせる，ヒーローへの応援を呼びかけるといった
演出はほぼすべてのステージショーに確認される。またステージショーの終了後に握手会やキャ
ラクターとの撮影会が実施される例，ステージショーの前後にステージの近辺をグリーティング
する例は，調査した全てのステージショーに確認された。
ストーリー
本稿で分析したステージショーでは，ほとんどのストーリーがヒーロー側と敵側とに二分され，
ヒーロー側が正義を標榜する立場となって敵側に勝利する善悪二元論の構成を取った筋立てがな
されている。中には第3，第4の勢力を登場させ複雑な関係性を描くものもあるが，終盤ではヒー
ロー側か敵側の何れかに合流してしまう展開が多く見られる。
また運営団体が地域振興や啓発など特定のテーマをステージショーで訴える内容のものも見ら
れる。ただしテーマを巡る展開がクライマックスに行われる例は必ずしも多くなく，むしろキャ
ラクターの設定の中に織り込まれる，ステージショーの中で話題が取り上げられる程度に留まる
ものもみられた。なおヒーロー側キャラがテーマを語る一方で，敵側キャラが相反する立場から
自己主張する例も見られた。後者の場合は敵側の敗北によってその主張も砕ける展開となる。た
だこうした場合，ヒーロー側が敵側の主張を論破する描写が必ずしも描かれるわけではなく，暴
力的に排撃している印象を抱かせる例もある。
調査したステージショーは戦闘が描かれ，勝敗が決する例がほとんどであったが，「倒される」
表現は多くの場合，音（爆発音，切断音，銃撃音，叫び声等）や苦しむ演技等の演出を伴ってキャ
ラクターがステージ上から去ることによって表現されており，生死は判然としない。ヒーロー側，
敵側ともキャラクターが明らかに死亡する演出がなされる例は見られなかった。中には「ゲンキ
ダーJ」の様に，敵を倒さないことを標榜し，懲らしめた後に和解する例も確認される。
また調査したステージショーは各団体につき概ね1回ずつとなっているが，例外的に計7回を
確認した「家計お助け銭隊！FPレンジャー」は異なるステージでも同じシナリオを用いている。
公演回数の多い団体の場合こうした例は多いようだ。ただシナリオが異なるステージショーであっ
ても，また団体が異なっても，ストーリーは各団体ともかなり高い共通性が見られ，類型毎の特
徴は見られなかった。ただし類型④に該当する団体のステージショーには，善悪二元論や勧善懲
悪とは異なる内容になっているものも見られる。明確なヒーローを設定しないもの，怪人が主役
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となるもの，善悪の戦いではなくステージショーの面白さを追求しコミカルに展開するもの，戦
闘シーンはおろか敵側キャラが登場せず，ヒーローがパフォーマンスを披露するのみのものなど，
内容は多様である。
5．考 察
以上の分析を踏まえた上で，ローカルヒーローのステージショーに関して若干の考察を試みる。
まず注目されるのが，今回分析したステージショーに認められる高い共通性である。キャラ総
数が4～6体，敵側キャラ数は2～4体の例が多く，ヒーロー側と敵側とでキャラ数がどちらかに
極端に偏ることは無い。戦闘シーンは2～3回がショーの最初と最後に設けられ，観客の声援を
受けてヒーロー側が勝利する展開が描かれる。
子供たちをステージに上げる，キャラクター達とダンスを踊るといった観客参加型の展開を伴
うものは少数だが，こうした演出は直接観客と触れ合うことでステージショーを盛り上げられる
利点はあるものの，ステージに上がった観客の安全面への配慮，着ぐるみを着た状態でマイクを
持ちアドリブでつなげなければならない演出の難しさ，ステージショーの時間が読みにくくなる
といった進行上の不安要素も孕んでおり，敬遠される背景になっていると推察される。実際，ヒー
ローの名前を呼ばせ応援させる，ステージショーの前後に握手会，撮影会やグリーティングが行
われる等，ステージに上げないで参加を促す演出は多くのステージショーで確認されており，上
記の不安要素を避けつつキャラクターと観客が直接触れ合う機会はむしろ積極的に設けられてい
ることがうかがえる。
キャラクター数，戦闘シーン，観客の参与の有無は，ステージショーを特徴付ける大きな要素
といえるが，営利・非営利をはじめ運営団体の性格や類型が多様である一方で，これらの要素に
高い共通性が認められる点は注目されよう。なおこうした共通性はメジャーヒーローのステージ
ショーにおいても確認され（4），ヒーローショーの定型ともいえる構成が存在し維持されているこ
とをうかがわせる。また異なるイベントでも同じストーリーが再演されており，こうした定型化
を強めているとも考えられる。こうした定型化とその反芻がなされる背景には，一つにはメジャー
ヒーローへの憧れから同じ構成のステージショーを求めるという嗜好性もあろうが，公演機会の
多い人気団体の場合，ステージ毎にシナリオ，音源，殺陣を用意し，演者，スタッフがトレーニ
ングを積む時間と手間をかけることが難しい，という事情もあると推察される。テーマを掲げた
団体の場合，ステージが異なっても同じテーマを発信するステージショーの再演にこそ意味があ
るともいえるだろう。またこの定型が持つ高い完成度も反芻される要因であると推察される。実
際，熱気が充満し呼吸も容易でない着ぐるみを着た状態で迫力あるアクションを続けるのは容易
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でない。演者の安全と体力に配慮し，戦闘シーンが連続しない構成と回数の絞込みが求められよ
う。またキャラクターの数は着ぐるみの製作・維持費，演者の出演料といった経済的な支出とも
関係することから，シナリオやステージ上の見栄えを踏まえて4～6体を適切な数として調節し
ているものと推察される。
ローカルヒーロー団体にはテーマを掲げた運営を行う例が見られ，ステージショーは団体のテー
マを語る場ともなる。ただステージショーを通覧する限り，テーマに沿ったストーリーが展開す
るというより，定型化されたショーの構成の中にテーマを織り込んでいく作劇が目立つ。またテー
マの表象はヒーロー側，敵側共に行われる例もある。両者の対決は最後の戦闘でヒーロー側の勝
利に終わり，多くのステージショーのハイライトとなる。しかし敵側の敗北の表現は曖昧で，多
くの団体にキャラクターの死を意識させない意図があると推察される。これはステージ上で爆発
等の視覚効果が難しいという技術的な問題，観客層に弱年齢層や家族連れが多いため残酷な演出
を避ける配慮，ステージ毎に新キャラクターを用意することが難しいため同じキャラクター達で
回していかなければならない経済的あるいは労力上の事情等が背景にあるものと推察される。こ
れはシナリオの点でも同様である。
こうした団体を越えた高い共通性が認められる一方で，大きなばらつきが見られた特徴にヒー
ロー側キャラ数があり，1～6体とかなりの開きがある。観客，特に主要なターゲットとなる子
供たちが感情移入するヒーロー側の数の差は，そのまま作劇や演出に影響する要素となる。また
ストーリーにおいては，類型④に該当するローカルヒーロー団体のステージショーは型破りで個
性的な内容になることが伺える。中には善悪二元論の戦闘シーンを伴わない例も確認される。
なお本稿で試みた分析の大きな弱点として，分析対象が少数である点，地域が関東圏に偏る点
が上げられる。本稿で扱った事例のうち，関東県外に拠点を持つ団体は，愛知県の「未完成ヒー
ロー デブーマスク」と大阪府の「怪人工房」のみである。観察できたステージショーを分析す
る限り，キャラクターの数や戦闘シーンの回数，観客の参与という点で関東圏のローカルヒーロー
団体のステージショーと大きな差は確認されない。ただしこれら2団体はストーリー，ステージ
ショーの構成にかなりの個性があり，大人のファンたちも多く獲得している団体である。これが
地域差に起因するのか，あるいは全国的な活動を行っている団体の特徴であるのかについては，
今後検討を加えなければならない課題といえよう。
ま と め
ローカルヒーローの活動の一つとして，特に重視され注力されるステージショーを取り上げ，
その特徴について検討を加えた。概して，ローカルヒーローのステージショーの構成には大きな
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違いが無いことが伺える。ローカルヒーローの運営団体が全国的に増加し，一つの県市町村内に
複数の団体が活動している現状では，各団体が個性を発揮し，独自の主張，テーマを持つ独自化
が必要となってくると想定される。しかし予想に反し，重視される活動であるステージショーに
は団体ごとの特徴がみられない点は注目される。むしろ団体，ヒーロー達の個性は設定やデザイ
ンといった要素にまとめられており，ステージショーは定型化してしまっていることが伺える。
なおこうした定番の枠に当てはまらない独自のステージショーを展開する団体が，類型④を中
心に存在する。事例はまだ少数ながら，個性を強く打ち出し，観客に強いインパクトを与えるこ
とに成功している。こうした例が今後増加していくならば，ローカルヒーローのステージショー
は多様化していくものと考えられよう。
〈註〉
（1） 実数は未確認ながら，一部の大学で学生が卒業論文のテーマとしてローカルヒーローを取り上げる
例が増加しつつあり，筆者も問い合わせを受けた経験がある。今後若い世代による研究の活発化が進
むものと期待したい。
（2） ローカルヒーローの中には地方局にてテレビ番組の放送や映画製作を行う例もある。ただしステー
ジショーの回数の方が多く，また異なる媒体であるが故にテレビ作品とは構成が異なる。千葉県木更
津市のローカルヒーロー『鳳神ヤツルギ』は，千葉テレビで毎週30分のテレビ映画を放送する一方
で，2015年内に55回のイベントを実施している。ただし中には戦闘を伴うステージショーを行わな
いイベントも含まれる。
（3） 2015年6月から，埼玉県を中心に活動する『家計お助け銭隊！FPレンジャー』の活動にゼミ生と
共に参加させていただき，殺陣を始めステージショーの進行全般についてご教示いただいている。ま
た3，4年生を対象とした石井龍太ゼミナールでも，オリジナルのヒーロー活動を2015年9月から行っ
ている。その成果については何れ稿を改めて論じる予定である。
（4） 筆者が観察した例として，『仮面ライダーゴースト』ショー（2015年12月19日 鶴ヶ島市）では，
ヒーロー側キャラ数1体，敵側キャラ数5体（怪人2体，戦闘員3体），戦闘シーン3回（ヒーロー
対敵（ヒーロー勝利）→敵同士→ヒーロー対敵（ヒーロー勝利）），観客の参与有り（怪人と戦闘員が3
回クイズを出し回答者を選んでステージに上げる（1，2回目は子供，3回目は大人），ショー終了後
は握手会を開催する）であった。ステージショーの時間は40分と長めであったものの，諸特徴はロー
カルヒーローのステージショーと大きな差は見られない。
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Realitiesof・LocalHero・StageShow
RyotaIshi
Abstract
・LocalHero・activitiesareperformedasanewactivitymethodssuchasregionaldevel-
opmentandwelfareactivitiesatalmostofalregionsinJapan.Ifocusedonandanalyze
thestageshowswhichareespecialyimportantin・LocalHero・activities.
Many・LocalHero・stageshowshavethehighcommonality.Numberofcharacters,
numberofbattlesceneandstoryarealmostcommon.Governingbodyof・LocalHero・is
diversified,butMany・LocalHero・stageshowsbecometobestylized.
Keywords:LocalHero,Stageshow,Locality,charactercontents
